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有害物質を含有する家庭用品の規則制度の概要�
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　　  厚　生　労　働　省�
○有害物質の指定�
（現在までホルムアルデヒド等20物�
質を指定）�
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（注） 家庭用品衛生監視員の数は平成18年4月1日現在。�

　衣類の繊維製品、洗浄剤、エアゾール（内容成分を微粒子にして空気中に噴霧するもの）製品等の家庭用品に含まれる化学物質
による健康被害を防止するため「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」に基づき、有害物質を指定し、さらに有害物
質を含有する家庭用品についてその含有量等の規制基準を設定し、家庭用品の安全性の確保を図っている。�

概　　要

家庭用品の安全対策




